
 
  

第２３１３２号 

 PRESS RELEASE 
 

 

 

２０２３年１２月１２日 

 
 

 

株式会社 富士経済 
〒103-0027 東京都中央区日本橋三丁目 

9 番 1 号 日本橋三丁目スクエア 
TEL.03-3241-3470 FAX.03-3241-3471 
https://www.fuji-keizai.co.jp/ 
 
広報部 TEL.03-3241-3473 
https://www.fuji-keizai.co.jp/press/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エチケットケア用品や睡眠ケア用品、鼻洗浄用品などの国内市場を調査 

 

― ２０２４年予測（２０２２年比） ― 

●エチケットケア用品の国内市場  ４１２億円（４.８％増）   

においケア意識の高まりでユーザーが増加。効果を実感できる高単価な制汗剤の人気で拡大 

●鼻洗浄用品の国内市場  ４２億円（２３.５％増） 

 花粉症対策に加えてウイルス対策の啓発で新規ユーザーの獲得が進む 

 

総合マーケティングビジネスの株式会社富士経済（東京都中央区日本橋 社長 菊地 弘幸 03-3241-3470）

は、新型コロナウイルス感染症の５類移行による外出機会の増加や、様々なケア意識の高まりで需要が変化して

いるトイレタリー用品とライフスタイルグッズ８カテゴリー３５品目の最新動向を調査した。その結果を「トイ

レタリー＆ライフスタイルグッズマーケティング要覧 2023-2024 No.2」にまとめた。 

 この調査では、殺虫剤・忌避剤、ガーデニング用品、アロマケア、除菌・ウイルス対策、パーソナルケア、ベビ

ーケア、シルバー・介護用品、フェミニンケアの８カテゴリーを対象として、最新動向や注目のコンセプト、価格

動向などについてまとめた。 

 

＜注目市場＞ 

●エチケットケア用品 

 ２０２３年見込 ２０２２年比 ２０２４年予測 ２０２２年比 

汗拭きシート ９２億円 １０３.４％ ９５億円 １０６.７％ 

制汗剤 ３１２億円 １０２.６％ ３１７億円 １０４.３％ 

合 計 ４０４億円 

 

１０２.８％ ４１２億円 １０４.８％ 

 市場は夏場の天候要因に影響を受けるが、新型コロナウイルス感染症の流行下では外出機会の減少で打撃を受

けた。２０２２年は夏場の高温に加え、在宅時間の増加で自身のにおいに敏感になった消費者が多く、においへの

ケア意識が高まったことなどから市場は前年を上回った。２０２３年は夏場から１０月ごろまでの猛暑で使用が

促進され、市場は前年比２.８％増の４０４億円が見込まれる。 

 今後も天候要因に左右されるものの、未使用者が多い男性の需要開拓や、機能性の高い商品の拡販による単価ア

ップにより市場は拡大していくと予想される。またマスク着用機会の減少がにおいケアを意識する消費者の増加

につながることも期待される。 

汗拭きシートは手軽さや清涼感を得られることが男性から支持されている。２０２０年、２０２１年は外出自粛

やリモートワークの定着により市場は大幅に縮小したが、２０２２年以降は外出機会の増加と共に伸びている。今

後も堅調な需要が期待されるが、シートタイプの制汗剤が増加していることや、ロールオン／スティックタイプの

制汗剤が好調であるため、汗拭きシートに対する参入企業の注力度が低下することが懸念材料である。 

 制汗剤は２０２２年、２０２３年ともに外出機会の増加や夏場の猛暑が追い風となっている。剤型ではスプレ

ー・ミストが中心であるが、肌に直接塗布することで効果が実感しやすいロールオン／スティックタイプやクリー

ムの需要が増加しており、これらの単価が高いことも市場拡大を後押ししている。においケア意識の高まりに伴い

今後も拡大が予想される。 
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本件に関するお問合せ：広報部 （Tel.03-3241-3473 Fax.03-3241-3487またはmail address：koho@fuji-keizai.co.jp）  

●睡眠ケア用品 

 ２０２３年見込 ２０２２年比 ２０２４年予測 ２０２２年比 

アイマスク １９億円 １０５.６％ ２０億円 １１１.１％ 

鼻腔拡張グッズ ２４億円 １００.０％ ２４億円 １００.０％ 

耳栓（イヤープラグ） １８億円 １００.０％ １８億円 １００.０％ 

合 計 ６１億円 １０１.７％ ６３億円 １０５.０％ 

 ※市場データは四捨五入している 

市場は近年成長が続いており、コロナ禍の在宅時間増加に伴い、ヘルスケアの一環として睡眠の質を見直す消費

者が増加したことで成長が加速した。２０２２年の市場は、前年発売のアイマスク「バクネ アイマスク」（ＴＥＮ

ＴＩＡＬ）の好調が続いたことなどから、伸び率は鈍化したものの前年比３.４％増となった。 

今後も睡眠ケアに対する需要は大きいとみられるが、コロナ禍から続く新規需要は一巡したため、２０２３年は

前年比１.７％増が見込まれる。調査対象外の寝具や食品なども含め、睡眠ケアを訴求した商品全般への関心が高

まっていることから、異業種からも商品投入が期待されるが、リピーターの育成が課題となっている。 

アイマスクは、２０２１年に「バクネ アイマスク」や通販専用の「ＮＥＹＯ ｅｙｅｓｌｅｅｐ」（グローバル

ロード）がヒット商品となったことで前年比４０％以上の成長を遂げ、２０２２年も好調が続いた。２０２３年以

降は新規ユーザー開拓が落ち着いて微増になるとみられ、ユーザーの定着化が求められる。 

 鼻腔拡張グッズは、鼻腔拡張テープの「ブリーズライト」（佐藤製薬）などが主要商品であり、認知度も高くリ

ピーターを確保して堅調に伸びている。また、テープ以外にクリップやピンなどの新商品で新規参入もみられる。

テープでは商品の差別化、クリップなどではリピーターの育成が課題となっている。 

 耳栓（イヤープラグ）は、コロナ禍で旅行需要が激減した影響を受けたが、睡眠への関心の高まりからトライア

ルユーザーを獲得したことや、参入企業による睡眠ケアにおける耳栓のメリットについての啓発、新商品の投入に

より需要は堅調である。２０２３年は旅行需要の回復による好影響が期待されるが、トライアルユーザーの定着が

課題である。 

 

●鼻洗浄用品 

２０２３年見込 ２０２２年比 ２０２４年予測 ２０２２年比 

３８億円 １１１.８％ ４２億円 １２３.５％ 

 鼻うがい用の洗浄器や専用洗浄液、スプレー／ミストで鼻腔内の花粉や雑菌を洗浄する商品を対象とする。主に

花粉症対策として使用されてきたが、ウイルス対策として鼻うがいがメディアで紹介されたことで認知度が高ま

り、使用が習慣化したユーザーも現れたことで２０２０年に前年比４０％近い成長を遂げた。 

その後感染症対策需要は落ち着いたものの、春先を中心とした需要から通年商品として広がりがみられ、参入企

業も継続的なプロモーションで認知度向上を図っているため、市場は拡大が続いている。現状、使用率はまだ低い

ことから、今後も花粉症対策とウイルス対策の啓発活動を続けることで、ユーザー開拓が進み市場は拡大していく

と予想される。 

 

●リードディフューザー 

２０２３年見込 ２０２２年比 ２０２４年予測 ２０２２年比 

８５億円 １００.０％ ８４億円 ９８.８％ 

 アロマオイルをリードスティックで吸い上げ香りを拡散させる商品を対象とし、詰め替え用リキッドなども含

む。ライフスタイル提案型ブランドやアロマセラピー商品専門メーカーなどが展開する商品を対象とする。 

コロナ禍で在宅環境への注目度の高まりが新規ユーザーの獲得に繋がった。 

２０２３年は外出機会の増加が逆風になるものの、消費者の香りへの関心は高く、リードディフューザーの簡便

性が支持されたことでリピート需要を獲得しているため市場は前年を維持するとみられる。 

今後、消費者の節約志向の高まりから低価格なトイレタリーブランド（市場対象外）や、アロマを訴求した化粧

品との競合激化が懸念されるため、話題性の高い香調の発売や、インテリアにもなるデザインの商品展開などによ

り活性化が求められる。 

 

 

 

 



本件に関するお問合せ：広報部 （Tel.03-3241-3473 Fax.03-3241-3487またはmail address：koho@fuji-keizai.co.jp）  

＜調査結果の概要＞ 

■トイレタリー・ライフスタイルグッズ８分野の国内市場 

 ２０２３年見込 ２０２２年比 ２０２４年予測 ２０２２年比 

殺虫剤・忌避剤 ７８０億円 １０４.８％ ７９５億円 １０６.９％ 

ガーデニング用品 ４３１億円 １０１.９％ ４４２億円 １０４.５％ 

アロマケア １８３億円 １００.０％ １８２億円 ９９.５％ 

除菌・ウイルス対策 ２,５４２億円 ８１.７％ ２,３６６億円 ７６.１％ 

パーソナルケア ２,１０３億円 １０１.０％ ２,１１５億円 １０１.６％ 

ベビーケア １,２０２億円 １０１.３％ １,１８６億円 ９９.９％ 

シルバー・介護用品 １,３７３億円 １０５.５％ １,４２８億円 １０９.７％ 

フェミニンケア ７５９億円 １０１.５％ ７６４億円 １０２.１％ 

殺虫剤・忌避剤は、２０２３年は夏場以降の高温でハエ・蚊用殺虫剤などは継続的に使用されたものの、売場が

作られ始める４～５月ごろの低温で立ち上がりが低調であった影響が出ている。しかし、コストアップが顕著なエ

アゾールをはじめ、多くの商品が値上げされたことで市場は拡大するとみられる。 

 

ガーデニング用品は、コロナ禍で新たにガーデニングに取り組む消費者が増加し、２０２０年以降市場は拡大が

続いた。２０２３年は外出機会の増加でトライアルユーザーやビギナーが離脱していることや、降雨量が少なく対

象害虫の発生頻度が下がっていることが農薬や害虫駆除剤にとってはマイナス要因であるが、値上げの影響で市

場は前年を上回るとみられる。原料価格の高騰から２０２４年も値上げが行われ、市場は拡大が続くと予想され

る。 

 

アロマケアは、空間に香りを広げるアロマディフューザー用オイルやマッサージオイルとして使用するエッセ

ンシャルオイル、リードスティックでオイルを吸い上げ芳香させるリードディフューザー、エッセンシャルオイル

をアロマテラピー用の濃度に薄めるためのキャリアオイルを対象とする。コロナ禍の“おうち時間”を充実させる

アイテムとして芳香やマッサージ目的の需要が高まった。２０２３年は家庭でのエッセンシャルオイル利用につ

いて離脱がみられるものの、行動制限が無くなったことでエステティックサロンへの来店機会が増加してキャリ

アオイルが伸び、リードディフューザーも堅調であるため市場は安定した推移が続くとみられる。 

 

除菌・ウイルス対策は、２０２１年以降は市場縮小が続いている。２０２３年は新型コロナの５類移行により需

要がさらに減退し、市場は前年比２０％近い減少が見込まれる。特に家庭用マスクや手指消毒剤、除菌剤といった

特需の影響が大きい品目は大幅減が続くとみられる。一方で鼻うがい用の鼻洗浄用品は、花粉症対策に加えてコロ

ナ禍をきっかけにウイルス対策として通年使用の習慣が広がったことで、２０２３年以降も伸びが予想される。 

 

パーソナルケアはボディシャンプーなどのバス関連用品や、制汗剤などのエチケットケア用品が対象である。２

０２３年はボディシャンプーにおいて液体タイプから単価の高いプレフォームタイプへの移行が進んでいること

や、外出や人と会う機会の増加で身だしなみ意識が高まり、グルーミング関連用品や制汗剤も好調であるため、市

場は伸びるとみられる。 

 

ベビーケアは少子化の進行に伴い縮小が続いている。２０２２年はベビー用紙おむつの価格競争で低価格化が

進んだことも縮小要因となった。２０２３年は大手企業がベビー用紙おむつの値上げを実施したことで市場は一

時的に上向くとみられるが、その後は再び縮小が予想される。 

 

シルバー・介護用品は高齢者および被介護者の増加に伴い拡大している。２０２２年から２０２３年にかけて参

入各社が大人用紙おむつなどを値上げしたほか、高機能で単価の高いパッドタイプの好調もあり、２０２３年の市

場は対前年比５.５％増が見込まれる。 

 

フェミニンケアは、少子化による生理用品市場の苦戦が続いてきた。近年ではフェムテックなど、女性の心身の

健康に関する情報に消費者がリーチしやすくなったことで、通常のナプキンと併用することで吸収量をプラスす

る生理用ナプキンや、大判サイズのパンティライナーといった高付加価値商品の認知度が向上している。値上げの

影響もあり、２０２３年の市場は前年比１.５％増が見込まれる。 



本件に関するお問合せ：広報部 （Tel.03-3241-3473 Fax.03-3241-3487またはmail address：koho@fuji-keizai.co.jp）  

＜調査対象＞ 

殺虫剤・忌避剤   

・ハエ・蚊用殺虫剤 ・ダニ・不快衛生害虫用殺虫剤 ・忌避剤 

・ゴキブリ用殺虫剤 ・燻煙・燻蒸剤  

ガーデニング用品   

・肥料 ・切り花延命剤  

・農薬（含除草剤） ・害虫駆除剤  

アロマケア   

・エッセンシャルオイル ・リードディフューザー ・キャリアオイル 

除菌・ウイルス対策   

・家庭用マスク ・手指消毒剤 ・ハンドソープ 

・ウェットティシュ ・除菌剤 ・鼻洗浄用品 

パーソナルケア   

・ボディシャンプー ・浴用剤 ・替刃 

・ハンドクリーム ・汗拭きシート ・ディスポーザブルカミソリ 

・石鹸 ・制汗剤 ・シェービング料 

ベビーケア   

・ベビー用スキンケア ・ベビー用紙おむつ ・おしりふき（ベビー用ウェットティシュ） 

シルバー・介護用品   

・大人用紙おむつ ・軽失禁ライナー・パッド ・介護用口腔ケア用品 

フェミニンケア   

・生理用品 ・パンティライナー  

注目市場   

・エチケットケア（汗拭きシート／制汗剤） 

・睡眠ケア（アイマスク／鼻腔拡張グッズ／耳栓（イヤープラグ）） 

 

＜調査方法＞ 

富士経済専門調査員による参入企業および関連企業・団体などへのヒアリングおよび関連文献調査、社内データ

ベースを併用 

 

＜調査期間＞ 

２０２３年８月～１１月 

     以上 
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